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三重県中部地方の豚の日本脳炎ウイルス 抗体は 月 日～ 月 日までは 倍未満から 倍であっHI ,6 18 7 23 10 20
た． 月 日に 抗体価 倍の陽性豚が出現したが日本脳炎ウイルス感染の指標としている 感7 30 HI 320 , 2-ME
受性抗体は 抗体価は出現しなかった．しかし 月 日に採血した豚から 感受性抗体保有豚が 頭HI ,8 6 2-ME 3
確認された．風疹の 抗体保有率は男性で 女性では であった．HI 73.1%, 92.1%
新型インフルエンザウイルスに対する感染源調査はヒト由来株である ト, A/HongKong/9-1-1 (H5N1),
リ由来の 及び を使用したが豚 頭すべてから 抗A/Pa/Chiba/1/97(H9N2), A/turkey/Wisconsin/66(H9N2) , 100 HI

． （ ）体は検出されなかった 本年度の人のワクチン株についてのインフルエンザ 抗体保有率 倍以上HI 40
,A/NewCaledonia/20/99(H1N1) 43.8% A/Panama/2007/99(H3N2) 73.8% B/Shandong/7/97は に対しては では， ，

22.3% , PA 95.9%,は であった．麻疹感受性調査では男女のそれぞれの全年齢層での 抗体保有率は男性で

女性で であった．97.6%

キーワード：流行予測調査日本脳炎風疹豚インフルエンザ人インフルエンザ麻疹 年度, , , , , 2002

はじめに

伝染病流行予測調査は 「集団免疫の現状把握及び病,
原体の検索等の調査を行い 各種免疫資料や流行してい,
る病原体検査成績と併せ検討し予防接種事業の効果的な

運用を図り さらに長期的視野にたち総合的に疾病の流,
」 ．行を予測する ことを目的として 年に開始された,1962

三重県では日本脳炎は 年 風疹は 年 インフルエ, 1966 , 1973 ,
ンザは 年 本年度の調査参加はなかったが ポリオは1969 , ,
年 から本事業に参加してきた．この間における調1997 4)

査で 冬季 ～ 月 に日本脳炎ウイルスに対する, (12 1 )
感受性抗体が出現すること 年2-Mercaptoethanol(2-ME) ,3

周期で風疹の流行が繰り返されていたなど興味深い現象

が確認された．また シーズンに三重県で分離さ1993/94
れたインフルエンザウイルス 型 三重 がワクチB (B/ /1/93)
ン株に採用される等の実績も上げてきた．本年度は日本

脳炎 風疹 ブタインフルエンザに加えてさら人インフル, ,
エンザ 麻疹について感染源または感受性調査による流,
行予測調査を行ったのでその概要を報告する．

調査材料

．日本脳炎・豚インフルエンザ感染源調査材料1
日本脳炎・豚インフルエンザ感染源調査対象は三重県

中部に位置する玉城町近郊で飼育された ヵ月から ヵ月6 8

,齢の肉豚である 豚の動脈血をと殺時に試験管に採血し．

血清分離後赤血球凝集抑制 抗体測定に供した．採血, (HI)

は 年 月 日から 月 日まで毎週または隔週 回 各2002 6 18 9 3 1 ,

頭の計 回 頭に対して行った．また日本脳炎ウイ10 10 100

ルスの分離について国立感染症研究所に 感受性抗2-ME

体出現時及び ～ 週間前の豚血清を送付し調査した．1 2

．風疹・人インフルエンザ・麻疹感受性抗体調査材料2

風疹・人インフルエンザ・麻疹感受性抗体調査は

年 月から 月の期間に県下の病院等で採血された,2002 6 9

男性 名 女性 名の合計 例のインフォームドコン171 , 165 336

セントの得られた血清を調査材料とした． から 歳ま0 39

でを 歳ごと 歳以上を グループとして男女別各 グル5 ,40 1 9

ープを対象とした．



方 法

．日本脳炎 抗体測定及びウイルス分離1 HI

被検血清はアセトン処理を行い非特異的な凝集抑制物

質を除去した後 ヒヨコ血球 を加え室温 分間,100% 25µL 60

静置した．その後 分間遠心した上清を測定用2,000rpm,20

1 25µL , 2とした Ｕ型マイクロプレートの第 管目に 入れ第．

管目から ずつの 倍階段希釈を行った．これらに日25µL 2

本脳炎ウイルス 株 デンカ生研 で調製した(JEV)JaGAr 01 ( )

単位の 抗原を ずつ加えた． ℃にて一晩感作4HA HI 25µL 4

後 日齢ヒヨコ血球を 添加し ℃孵卵器にて0.33% 1 50µL ,37

時間静置後判定した． 抗体 倍以上を陽性とし 倍1 HI 10 ,40

以上の血清について 処理をし処理後の抗体価が処,2-ME ,

理前の 以下に減じたものを 感受性抗体陽性とし1/8 2-ME

た ．国立感染症研究所にて 細胞を使用
8) ,Vero9013,C6/36

し分離を実施した．分離ウイルスにいてはシークエンス

を行った．

．風疹 抗体測定2 HI

被検血清 に で 倍希釈後等量の カオリ0.2mL PBS(-) 4 , 25%

ンを加え室温に 分静置した．これを 分間遠20 2,000rpm,20

心し 上清をインヒビター除去処理血清とした．これ,

に ヒヨコ血球 を加え氷水中に 分間静置した．50% 50µL 60

その後 分間遠心した上清を測定用とした．こ2,000rpm,20

のときの血清は 倍に希釈されている．これを ずつ8 25µL

の 倍階段希釈を行い 単位の風疹 抗原 を加え室2 ,4 HA 25µL ,

60 0.25% 50µL 60温で 分間静置後 ヒヨコ血球 を加え室温で

． ．分後静置判定した 抗体価 倍以上を陽性と判定した8 9)

．豚インフルエンザ 抗体測定3 HI

RDE 25µL 2 ,処理を行った被検血清 を 倍階段希釈を行い

これらに本年度国立感染症研究所から分与されたヒト由

来の 七 面鳥から分離されたA/HongKong/9-1-1 (H5N1),

と日本国内でインコから分A/turkey/Wisconsin/66 (H9N2)

離された 不活化抗原 単位
13)A/Pa/Chiba/1/97 (H9N2), 4HA

16HA /100µL 25µL 60（ 単位 ）を をずつ加えた．室温にて

分間放置後 ヒヨコ赤血球を 添加し 分間放置,0.5% 50µL ,60

後判定した． 抗体価は を起こした最高希釈倍数とHI ,HI

した ．
7)

．ヒトインフルエンザ 抗体測定4 HI

被検血清 を 生研 で処理し ℃ 分間100µL RDE 300µL 56 60

非動化後，滅菌生理食塩水を 添加し ヒヨコ600µL ,100%

25µL 60 2,000rpm,20血球 を加え室温 分間静置した その後．

分間遠心した上清を測定用とした．Ｕ型マイクロプレー

トの第 穴目に を入れ，第 穴目から ずつの 倍1 25µL 2 25µL 2

階段希釈を行った．これらに本年度のワクチン株である

， ，A/Newcaledonia/20/99(H1N1) A/Panama/2007/99(H3N2)

の計 株の不活化抗原4 単位を ずB/Shandong/7/97 3 HA 25µL

つ加えた．室温にて 分間放置後， ％ヒヨコ赤血球60 0.5

を 添加し，再び 分間放置後判定した． 抗体価50µL 60 HI

は， を起こした最高希釈倍数とした ．HI 7）

．麻疹 抗体測定5 PA

Particle麻疹抗体価の測定には粒子凝集反応法（

； 法）による血清及び血漿中の麻疹Agglutination Test PA

ウイルス抗体価を市販キットであるセロディア 麻疹を-

使用し測定した．被血清を第 穴目にいれ，第 穴目ま1 12

で 倍階段希釈を行った．未感作粒子を検体の 穴目に，2 2

3 12 120感作粒子を 穴～ 穴目に加える．プレートを混和後

分静置後に判定した． 倍以上を陽性とした ．16 10）

調査結果

．日本脳炎 抗体の経時的推移1 HI

に対する豚および 感受性抗体価の経時的推移JEV 2-ME

1. HI (10 ) ,6を表 に示した 抗体を保有 倍以上 している豚は．

月 日に採血した 頭 に認められた．しかし 抗18 10 (100%) HI

体価は 倍と低く抗体産生途中と推測した．その後も，10

抗体保有は認められたが 倍未満～ 倍と低倍であっ10 20

た 月 日に 抗体価 倍と今季最初の 感受性抗.7 30 HI 320 2-ME

体測定に供するのに適した抗体価であった．しかし 抗HI

表１．日本脳炎ウイルスに対する豚HI抗体及び2-ME感受性抗体
HI抗体

＜10 10 20 40 80 160 320 ≧640 陽性率（％） 陽性数/検査数 （％）
H14.6.18 10 10 100
H14.7.2 10 10 100
H14.7.9 10 9 1 100
H14.7.16 10 10 100
H14.7.23 ＊＊ 10 10 0
H14.7.30 10 9 1 10 0/1 0
H14.8.6 10 7 1 1 1 30 3/3 100
H14.8.13 10 6 2 2 40 1/4 25
H14.8.20 10 5 3 2 50 0/5 0
H14.9.3 10 1 1 4 4 100 0/10 0

＊HI抗体価は10倍以上を陽性とした．
＊＊日本脳炎ウイルス分離（+）・・・JEV/sw/Mie/41/ 2002

2-ME感受性抗体
頭数採血日

HI抗体価 ＊







エンザウイルスがアヒルから人間へ直接 伝播する可能,

性があり アヒルの持つインフルエンザ株は家禽類のウ,

イルスから遺伝子を獲得していることが明らかになって

きている．すなわちヒトの細胞に感染する能力を有する

ウイルスに近くなってきているとの研究結果が報告され

ている 近年の新型インフルエンザの動向には 年
12）
． ,1997

には Ｈ Ｎ であるトリ型インフルエンザウイルスが出, 5 1

現し感染した 名の患者のうち 名が死亡した 。その後17 6 5)

,1999 H9N2 ,2003 H5N1香港では 年の ウイルス 年には再び

ウイルス，そしてオランダで ウイルスが鶏で急速H7N7

に感染が拡がり人への伝播がみられ 名の死亡と 名の, ,1 83

感染者が確認された．また中国を中心に2002年から2003

年にかけて重症急性呼吸器症候群（ ）が出現SARS-CoV

し多くの社会問題となった．このように新興再興の動物

由来感染症が発生した場合，短期間のうちに広範に蔓延

する可能性がある．従って,動物由来のウイルスの監視

体制の強化がよりいっそう重要となってきている．
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